
健康でねばり強く働きましょう。

雇用 の創 出
操業を始めた流通センター

　り月から造成工事を進めていた、マツダ自．
動車東郷流通センターが10月に完成し、11月

から操業を始めました。
　この流通センターは、敷地面積37，000㎡を

有し、常時2，000台の保管能力をもち南九州地

区（大分、熊本、宮崎、鹿児島県）に対する
マツダ車の輸送業務の拠点となり、地元から
同センターに7名、関連輸送会社にり3名の採

用がなされました。
　また、／0月26日の落成式において東洋工業

から、県にバトー〔コールカーり台、町に公用瞠

り台が寄贈されました。
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鋤町報とうこう

　
本
年
六
月
目
ら
、
県
病
院
よ
り
自
治

医
科
大
学
卒
の
整
形
外
科
の
医
師
を
迎

え
ま
し
て
一
応
内
科
・
外
科
・
整
形
外

科
の
三
科
に
よ
る
医
療
態
勢
が
整
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
当
病
院
も
以
前
は
永
い
間
赤
字
経
営

を
続
け
て
参
り
ま
し
た
が
、
最
近
で
は

そ
の
状
態
か
ら
脱
却
で
き
病
院
財
政
は

著
し
く
好
転
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
過
去
に
お
い
て
は
存
続
か
廃
止
か
の

瀬
戸
際
の
論
議
検
討
が
さ
れ
た
時
期
も

あ
’
．
た
程
で
し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
病

院
も
鉄
筋
二
階
建
と
な
り
医
療
態
勢
も

拡
充
さ
れ
て
住
民
の
健
康
を
守
り
続
け

て
い
ま
す
．
．
い
う
ま
で
も
な
く
町
立
病

院
は
営
利
が
目
的
で
な
く
町
民
の
皆
さ

ん
を
疾
病
と
怪
我
か
ら
守
る
た
め
に
こ

そ
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
病
院
経
営
は
利
用
患
者
の
動
向
で
良

く
も
悪
く
も
な
る
訳
で
す
か
ら
町
民
の

皆
さ
ん
、
か
ら
だ
の
具
合
が
悪
い
と
か

怪
我
な
ど
を
さ
れ
た
と
き
は
、
眼
科
・

耳
鼻
科
・
産
婦
人
科
等
に
つ
い
て
は
止

む
を
得
ま
せ
ん
が
是
非
当
病
院
を
御
利

用
下
さ
い
．

　
医
療
技
術
、
そ
の
他
に
お
い
て
他
に

勝
る
と
も
決
し
て
劣
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
．

　
ち
な
み
に
本
町
の
一
年
間
の
患
者
数

キ
ニ
（
）
○
と
し
た
場
合
東
郷
病
院
は
、

そ
の
内
三
（
）
し
か
利
用
さ
れ
て
い
な
い

実
情
で
あ
り
ま
す
。

　
ミ
カ
ン
が
色
づ
き
や
医
者
が
青
く
な

る
と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、

一
年
の
内
で
九
月
頃
か
ら
年
末
に
か
け

て
最
も
患
者
が
減
る
時
期
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
例
に
も
れ
ず
最
近
患
者

が
減
っ
て
お
り
ま
す
。
病
人
が
減
る
と

い
う
こ
と
は
家
庭
的
に
も
行
政
的
に
も

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

患
者
の
減
り
方
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
時

期
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
病
院
経
営

上
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
す
。

　
各
先
生
方
も
最
大
限
の
医
療
を
提
供

す
べ
く
張
り
き
っ
て
い
ま
す
。

　
病
院
の
近
況
を
紹
介
し
て
御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
．
、

レ
整
形
外
科

　
多
く
の
家
庭
で
は
、
病
気
や
交
通
事

故
な
ど
突
然
の
災
難
に
備
え
て
、
生
命

保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
納
税
者
本
人
や
家
族
を

受
取
人
と
す
る
生
命
保
険
や
簡
易
生
命

保
険
の
保
険
料
、
郵
便
年
金
や
生
命
共

済
の
掛
金
な
ど
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
年
中
の
支
払
額
に
応
じ
て
、
一
定

額
が
「
生
命
保
険
料
控
除
」
と
し
て
、

そ
の
年
の
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
．
、　
た
だ
し
、
保
険
期
間
が
五
年
未
満
の

生
命
保
険
契
約
や
生
命
共
済
に
係
る
契

約
で
、
保
険
期
間
満
了
の
日
に
生
存
し

て
い
る
場
合
な
ど
特
定
の
場
合
に
保
険

金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
貯
蓄
保
険
の
保
険
料
は
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
．
、

　
ま
た
、
そ
の
年
に
生
命
保
険
契
約
に

基
づ
い
て
受
け
取
っ
た
剰
余
金
や
割
戻

金
は
、
支
払
っ
た
保
険
料
か
ら
差
し
引

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
、

　
生
命
保
険
料
控
除
額
及
び
手
続
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
控
除
額

一
　
支
払
っ
た
保
険
料
の
合
計
額
か
二

　
万
五
千
円
ま
で
の
と
き

　
　
　
　
そ
の
全
額

二
　
支
払
っ
た
保
険
料
の
合
計
額
が
二

　
万
五
千
円
を
超
え
五
万
円
ま
で
の
と

　
き
、
　
　
　
　
支
払
っ
た
保
険
料
の
二
分
の

　
　
　
】
プ
ラ
ス
一
万
二
千
五
百
円

三
　
支
払
っ
た
保
険
料
の
合
計
額
が
五

　
万
円
を
超
え
十
万
円
ま
で
の
と
き

　
　
　
　
支
払
っ
た
保
険
料
の
四
分
の

　
　
　
一
プ
ラ
ス
ニ
万
五
千
円

四
　
支
払
っ
た
保
険
料
の
合
計
額
が
十

　
万
円
を
超
え
る
と
き

　
　
　
　
五
万
円

　
手
続

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

　
　
年
末
調
整
の
際
に
控
除
を
受
け
ま

　
す
の
で
、
　
「
給
与
所
得
者
の
保
険
料

　
控
除
申
告
書
」
に
必
要
事
項
を
記
載

　
し
て
、
年
末
調
整
の
と
き
ま
で
に
勤

　
務
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
の
人
の
場
合

　
　
確
定
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　
し
て
控
除
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

　
す
．

　
な
お
、
い
す
れ
の
場
合
に
も
、
支
払

っ
た
保
険
料
が
一
契
約
で
年
間
九
千
円

を
超
え
る
と
き
は
、
保
険
会
社
な
ど
の

発
行
す
る
払
込
証
明
書
を
添
付
又
は
提

示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
、

　
生
命
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
に

は
、
生
命
保
険
契
約
の
保
険
料
を
だ
れ

か
負
担
し
て
い
た
か
に
よ
っ
て
、
相
続

税
か
贈
与
税
あ
る
い
は
所
得
税
の
課
悦

対
象
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
税
務
課
又
は
、

税
務
署
か
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
．

土地取引の届出制

　
土
地
は
、
限
り
あ
る
国

民
の
大
切
な
資
源
で
す
。

こ
の
国
土
を
大
切
に
、
有

効
に
利
用
す
る
た
め
、
ま

た
乱
開
発
の
未
然
防
止
、

地
価
の
安
定
を
図
る
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
昭

和
四
十
九
年
に
国
土
利
用

計
画
法
が
制
定
さ
れ
、
土

地
取
引
に
つ
い
て
届
出
制

を
設
け
て
い
ま
す
。
　
一
定

面
積
以
上
の
土
地
の
取
引

を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は

こ
の
法
律
に
よ
り
、
あ
ら

か
じ
め
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
後
記
に
留
意
の
う
え
厳

守
し
て
下
さ
い
。

一、

ﾍ
出
の
必
要
な
土
地
取
引

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
な
ど
の

　
取
引
を
す
る
場
合

の
、

↑
o
、

㈲
、

市
街
化
区
域

　
二
・
G
O
O
㎡
以
上

乃
を
除
く
都
市
計
画
区
域

　
五
・
C
O
C
血
以
上

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

｝
C
・
C
O
O
㎡
以
上

　
契
約
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
取

引
の
当
事
者
（
売
買
の
場
合
は
売
主
と

買
主
）
は
、
取
引
の
予
定
価
格
や
利
用

目
的
を
書
い
た
知
事
あ
て
の
届
出
書
を
、

契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま
で
に
市
町
村

役
場
に
届
け
出
、
そ
れ
に
対
す
る
通
知

を
受
け
て
か
ら
契
約
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
役
場
企
画
財
政
課
に
お
尋

ね
下
さ
い
、
．

」
覧

紙墨とうごう
（3）

　
十
月
十
四
日
の
文
化
講
演
会
を
皮
切

り
に
、
約
一
ヶ
月
半
に
わ
た
り
昭
和
五

十
八
年
度
の
文
化
祭
行
事
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
各
民
主
団
体
、
協
議

会
、
体
育
協
会
、
体
育
協
会
加
盟
の
各

ク
ラ
ブ
、
学
校
等
の
協
力
に
よ
り
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す

　
結
果
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
優
勝
寺
迫
公
民
館

　
準
優
勝
　
福
瀬
公
民
館

▼
公
民
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
優
　
勝

　
　
男
子
　
寺
迫
公
民
館

　
　
女
子
　
八
重
原
公
民
館

　
準
優
勝

　
　
男
子
　
鶴
野
内
公
民
館

　
　
女
子
寺
迫
公
民
館

レ
小
中
学
校
A
局
体
育
大
会

▼
小
・
中
学
校
合
同
体
育
大
会

　
　
　
　
参
加
者
　
　
三
一
八
名

▼
学
芸
品
展

　
　
　
　
出
品
点
数

▼
文
化
講
演
会

　
　
　
　
聴
衆
者
数

▼
民
謡
発
表
会

　
　
　
　
参
加
者

四
三
九
点

四
五
〇
名

六
二
名

レ
菊
展
示
会

▼
菊
展
示
会
出
品
点
数
　
一
七
九
点

▼
蘭
展
示
会

　
　
　
　
出
品
点
数

▼
少
年
剣
道
大
会

　
　
　
　
参
加
者

▼
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
六
チ
ー
ム

六
八
点

二
七
三
名

九
〇
名

▼
老
人
ク
ラ
ブ
・
婦
人
学
級
作
品
展

　
　
　
　
出
品
点
数
　
一
四
二
点

灘
　　

@　

ｷ
別
や
ト
一
2
ブ
ル
の
な
い

　　

@　

@　

@　

@
豊
か
な
人
間
関
係
を

　
十
二
月
四
日
か
ら
、
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
十
二
月
十
日
ま
で
の
】

週
間
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。

　
「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳

と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
（
第

一
条
前
文
）
」

　
こ
の
世
界
人
権
宣
言
が
国
連
総
会
で

採
択
さ
れ
て
今
年
こ
二
十
五
年
目
に
当

り
、
わ
が
国
で
も
、
各
地
で
記
念
行
事

が
行
わ
れ
、
基
本
的
人
権
意
識
の
普
及

高
揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
人
権
に
ま

つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
ま
だ
ま
だ
後
を

断
ち
ま
せ
ん
。
今
も
な
お
、
世
界
各
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

で
人
権
や
性
別
、
思
想
な
ど
の
違
い
に

よ
る
い
わ
れ
な
き
差
別
や
虐
待
、
争
い

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

〈
人
権
問
題
は
身
の
回
り
に
も
あ
る
〉

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
も
、
婦
人
、

障
害
者
、
同
和
問
題
か
ら
、
家
庭
内
、

隣
近
所
の
も
め
ご
と
に
至
る
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
差
別
や
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
一
年
間
に
、
全
国
の
法
務
局
や

人
権
擁
護
委
員
が
受
け
た
人
権
に
ま
つ

わ
る
相
談
件
数
は
、
三
十
七
万
件
に
も

上
り
、
一
日
に
四
十
三
件
の
割
合
で
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

（
ナ
ラ
ブ
ル
の
原
因
は
私
た
ち
自
身
V

　
結
婚
の
妨
害
や
子
供
・
お
年
寄
り
に

対
す
る
虐
待
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、

思
想
・
信
条
に
よ
る
解
雇
、
同
和
地
区

出
身
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
差

別
。
同
じ
人
間
で
あ
り
な
が
ら
、
不
当

な
待
遇
や
扱
い
を
受
け
て
い
る
人
々
が

ま
だ
ま
だ
大
勢
い
ま
す
．
．
ま
た
、
私
た

ち
自
身
も
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
加

害
者
や
被
害
者
に
、
な
り
か
ね
な
い
の

で
す
．

　
人
権
に
ま
つ
わ
る
原
因
は
、
す
べ
て

私
た
ち
一
人
一
人
の
問
題
で
す
．
、

目88
自駆

1聯〈
優
さ
れ
て
知
る
人
権
の
大
切
さ
〉

　
病
気
に
な
っ
て
初
め
て
健
康
の
あ
り

が
た
さ
を
知
る
の
で
は
遅
い
と
い
わ
れ

ま
す
。
人
権
問
題
に
出
合
っ
て
か
ら
そ

の
大
切
さ
に
気
づ
く
前
に
、
豊
か
な
人

間
関
係
を
つ
く
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
を
、
基
本
的
人
権
の
重
さ
、
尊

さ
を
も
う
一
度
考
え
た
い
も
の
で
す
。

〈
人
権
問
題
で
困
っ
た
ら
…
V

　
差
別
を
受
け
た
り
、
人
権
問
題
で
悩

ん
で
い
る
方
は
、
地
方
法
務
局
又
は
お

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

昭
和
五
＋
九
年
度

職
業
訓
練
生

　　

@　

@　

蜿
W

　
技
能
者
に
な
ろ
う
と
す
る
人
達
に
職

業
に
必
要
な
知
識
と
技
能
を
習
得
さ
せ

る
た
め
、
次
の
と
お
り
生
徒
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

一、

蜿
W
人
員
　
機
械
科
　
　
　
4
0
名

　
　
　
　
　
　
電
気
科
　
　
　
2
0
名

　
　
　
　
　
　
室
内
工
芸
科
　
2
0
名

士
、
訓
練
期
間
　
二
ヶ
年

三
、
応
募
資
格
　
義
務
教
育
修
了
者

　
　
　
（
終
了
見
込
者
を
含
む
）

四
、
願
書
受
付
期
間

　　

@
下
智
謂
隔
麓

五
、
経
費

　
　
入
校
時
　
約
二
六
、
○
O
C
円

　
　
実
習
負
担
金
（
月
額
〉
五
〇
〇
円

　
　
生
徒
会
費
　
　
（
月
額
）
五
C
O
円

六
、
特
典
等

　
奨
学
金
制
度
（
技
能
者
育
成
資
金
）

　
が
あ
り
ま
す
。

　
　
通
学
生
　
月
額
　
八
、
五
〇
〇
円

　
　
寮
　
生
　
月
額
一
〇
、
二
〇
〇
円

　
終
了
時
、
技
能
照
査
合
格
者
は
実
務

　
経
験
一
年
で
二
級
技
能
検
定
試
験
の

　
受
験
資
格
が
得
ら
れ
、
学
科
試
験
が

　
免
除
さ
れ
、
電
気
科
で
は
「
電
気
工

　
事
士
」
の
免
許
が
取
得
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

　
宮
崎
市
大
字
恒
久
四
二
四
一

　
電
話
　
〇
九
八
五
（
五
一
）
一
五
＝



（4）

町報とうこう

点

描

（27）

親
子
の

五
分
間
対
話
H

　
或
日
、
日
向
市
で
ひ
ょ
っ
こ
り
、
か
つ

て
K
町
で
教
え
た
S
君
に
逢
っ
た
。
S

君
は
も
う
四
十
才
を
過
ぎ
て
い
る
。

「
先
生
、
私
は
親
子
五
分
間
対
話
な
る

も
の
を
実
行
し
て
い
る
ん
で
す
が
…
、
」

と
言
っ
て
そ
の
対
話
の
内
容
を
私
に
話

し
て
く
れ
た
の
で
す
．
S
君
は
一
男
二

女
の
父
親
で
農
林
業
を
営
み
、
明
朗
活

達
な
男
で
す
　
私
は
う
れ
し
か
っ
た
で

す
．
私
は
激
励
の
言
葉
を
与
え
て
別
れ

ま
し
た
．

　
そ
れ
で
は
、
S
君
が
ど
ん
な
対
話
を

子
供
と
か
わ
し
て
き
た
か
、
幾
つ
か
の

内
容
を
紹
介
し
て
見
ま
し
よ
う
、

長
男
が
小
学
校
へ
入
学
し
て
間
も
無
く

「
和
夫
、
和
夫
は
誰
と
座
る
こ
と
に
な

’．

ｽ
の
か
い
一

「．

t
美
君
と
座
る
こ
と
に
な
っ
た
」

「
そ
う
か
春
美
君
と
仲
よ
く
べ
ん
き
ょ

う
を
し
て
い
け
よ
」

第
一
回
目
は
そ
れ
で
終
り
で
す
。
初
め

か
ら
多
く
の
話
し
は
し
な
い
の
で
す
。

こ
れ
が
大
切
な
事
で
す
。
よ
く
次
か
ら

次
へ
と
聞
き
出
そ
う
と
す
る
親
が
い
る

が
、
こ
れ
が
失
敗
の
本
と
な
り
ま
す
。

　
子
供
の
方
は
も
っ
と
言
い
た
い
か
も

知
れ
な
い
が
、
そ
れ
位
に
と
ど
め
て
お

く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

「
和
夫
学
校
か
ら
帰
る
と
き
誰
た
ち
と

　
帰
っ
た
か
い
」

「
と
な
り
の
C
O
君
や
○
○
さ
ん
、
O

　
C
君
た
ち
と
帰
っ
た
」

「
自
動
車
が
ど
ん
ど
ん
通
／
．
た
ろ
う
」

「
う
ん
、
ぎ
ょ
う
さ
ん
通
っ
た
よ
」

こ
れ
位
で
打
ち
切
る
の
で
す
．
、
父
母
は

行
き
帰
り
の
交
通
事
故
の
こ
と
が
心
配

な
の
で
す
。
右
が
わ
、
車
に
気
を
つ
け

る
こ
と
等
言
い
た
い
ん
だ
か
、
交
通
の

き
ま
り
は
先
生
が
く
ど
く
ど
と
話
し
て

あ
り
ま
す
。

「
和
夫
給
食
を
初
め
て
た
べ
た
そ
う
だ

　
が
、
お
い
し
か
っ
た
か
」

「
う
ん
、
お
い
し
か
っ
た
．
、
も
っ
と
た

　
べ
た
か
っ
た
」

「
お
か
わ
り
は
無
い
の
」

ゴ
お
か
わ
り
は
無
い
よ
L

「
も
っ
と
お
か
わ
り
が
あ
る
と
い
い
ね
」

「
給
食
は
ち
ゃ
ん
と
き
ま
っ
て
る
よ
」

等
父
も
母
も
こ
ん
な
事
は
知
っ
て
い
る

が
、
わ
ざ
と
子
供
に
聞
い
て
一
笑
い
す

る
場
面
を
つ
く
り
出
す
こ
と
も
大
切
で

す
。　
子
供
が
二
年
生
に
な
り
ま
す
。
二
年

生
に
な
る
と
学
校
に
な
れ
て
き
て
、
学

校
中
で
一
番
ヤ
ン
チ
ャ
坊
主
を
発
揮
す

る
学
年
で
す
．
．

「
和
夫
二
年
生
に
な
っ
た
が
、
和
夫
の

組
の
友
達
の
名
ま
え
を
み
ん
な
言
っ
て

　
見
よ
」

マ
、
」
君
¢
こ
さ
ん
ご
二
君
…
…
…
…

一
ほ
う
え
ら
い
、
そ
ん
な
ら
先
生
の
名

　
前
を
み
な
言
〆
．
て
見
よ
」

「
C
C
先
生
、
⊂
C
先
生
、
C
C
先
生

　
…
…
あ
と
は
知
ら
ん
」

「
そ
ん
な
ら
校
長
先
生
の
名
は
」

「
C
C
校
長
先
生
一

「．

ﾙ
う
よ
く
知
っ
て
い
た
」

や
が
て
連
動
会
か
近
づ
い
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　
東
郷
町
社
会
教
育
委
員
　
都
甲
鶴
男

12

獅
X
日
は

　　

@　

@　

@　

瘧
Q
者
の
日

　
八
年
前
に
国
際
連
合
で
「
障
害
者
の

権
利
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
「
障

害
者
の
日
」
は
、
障
害
者
問
題
に
つ
い

て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
障
害
者
の

福
阯
の
増
進
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。　
私
た
ち
は
、
い
つ
何
ど
き
病
気
や
事

故
な
ど
に
よ
っ
て
障
害
を
も
た
な
い
と

も
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
を
と
れ
ば

体
の
機
能
が
衰
え
て
、
ど
こ
か
し
ら
障

害
が
生
じ
て
く
る
も
の
で
す
．
．
で
す
か

ら
、
障
害
者
の
問
題
を
他
人
事
の
よ
う

に
思
わ
な
い
で
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
、
あ

ら
ゆ
る
意
味
で
．
平
等
に
、
そ
し
て
明
る

く
楽
し
く
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
、
こ

の
日
を
機
会
に
、
わ
た
し
た
ち
一
八
ひ

と
り
が
、
障
害
者
問
題
を
考
え
直
し
、

よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し

よ
う
．

牧
水
と
坪
谷
⑳

　
私
の
家
か
ら
半
道
ほ
ど
の
と
こ
ろ

に
何
と
か
い
う
草
山
が
あ
る
。
其
処

の
頂
上
か
ら
海
が
見
え
た
。
そ
の
山

の
沢
に
非
常
に
沢
山
な
ぐ
み
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
を
と
り
に
行
っ
て
或
日

偶
然
に
も
海
を
発
見
し
た
の
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
か
ら
わ
ざ
／
＼
そ
れ
を

見
る
た
め
に
這
い
登
っ
た
。
い
ま
見

れ
ば
小
さ
な
山
だ
が
、
そ
の
頃
の
身

に
は
其
処
に
登
る
と
い
う
こ
と
は
実

に
大
変
な
冒
険
の
思
い
が
し
て
い
た

の
で
あ
る
、
見
た
さ
一
心
に
拳
ぢ
議

っ
て
、
頂
上
に
切
り
残
さ
れ
て
あ
る

二
、
三
本
の
松
の
蔭
に
立
’
．
て
遙
か

東
の
方
に
雲
が
く
れ
に
見
え
る
細
島

の
海
を
眺
め
な
が
ら
、
わ
け
も
な
い

昂
奮
を
子
供
心
に
起
し
て
い
た
こ
と

を
思
う
と
、
常
に
そ
の
上
に
鳴
っ
て

い
た
松
の
風
さ
え
新
た
に
思
い
起
さ

れ
て
来
る
．

　
七
才
か
八
才
の
時
で
あ
’
、
た
．
．
母

に
連
ら
れ
て
一
番
上
の
姉
の
行
っ
て

い
る
都
農
町
に
初
め
て
出
か
け
て
行

’．

ｽ
．
七
曲
を
越
ゆ
れ
ば
近
い
の
だ

が
．
士
供
づ
れ
に
は
無
理
で
あ
っ
た
．
．

で
、
私
の
村
か
ら
二
里
程
歩
き
、
山

陰
と
い
う
村
か
ら
舟
に
乗
っ
て
．
貝
川

と
い
う
の
を
三
里
下
れ
ば
美
々
津
と

塩
月
儀
市

い
う
小
さ
な
港
に
出
ら
れ
る
。
都
農

は
其
処
か
ら
海
岸
沿
い
に
三
里
で
あ

っ
た
。
胆
を
冷
さ
せ
ら
れ
る
急
湯
が

幾
つ
か
続
い
て
、
漸
く
水
の
流
れ
も

緩
く
、
川
巾
も
広
く
な
っ
た
頃
に
人

家
の
群
が
っ
た
所
が
見
え
出
し
た
。

其
処
が
美
々
津
で
、
船
頭
も
母
も
そ

ろ
／
＼
何
か
と
用
意
を
始
め
た
。
舟

は
次
第
に
下
っ
て
、
川
は
愈
々
広
く

な
る
。
と
見
る
と
丁
度
自
分
等
の
前

方
に
長
い
砂
の
丘
が
横
た
わ
り
、
そ

の
丘
を
起
え
て
向
う
に
お
り
／
＼
白

く
煙
な
か
ら
打
ち
上
っ
て
い
る
も
の

が
あ
る
．
何
気
な
く
母
に
訊
く
と
、

其
処
は
も
う
海
で
、
あ
の
白
い
の
は

浪
だ
と
答
え
た
。
海
…
浪
…
私
は
思

わ
ず
知
ら
ず
舟
の
上
に
立
ち
上
っ
た
．

　
舟
が
着
く
か
着
か
ぬ
に
飛
び
上
っ

て
母
の
留
め
る
の
も
き
か
ず
、
そ
の

砂
丘
に
走
っ
て
其
処
に
初
め
て
私
は

広
大
無
辺
の
海
洋
と
相
対
し
た
の
で

あ
っ
た
．
、
今
ま
で
滝
や
渓
に
の
み
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
ノ
ド

な
が
っ
て
い
た
水
に
対
す
る
私
の
情

は
そ
の
時
か
ら
更
に
海
を
加
う
る
事

に
な
っ
て
来
た
。

●
あ
た
た
か
き
冬
の
朝
か
な
う
す
板

　
の
細
長
き
舟
に
流
川
く
だ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

㌧
嘗
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飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
ら
せ
な
い
戸
●

　
年
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
年
会
な

ど
が
続
い
て
、
酒
を
飲
む
機
会
が
ど
う

し
て
も
多
く
な
り
ま
す
。
　
「
飲
ん
だ
ら

乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲
む
な
」
を
合
言

葉
に
、
私
た
ち
の
町
か
ら
家
庭
か
ら
事

故
を
出
さ
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
．
，

ビ
ー
ル
一
本
で

　
　
危
険
度
は
二
・
五
倍

　
酒
を
飲
む
と
、
認
知
・
判
断
・
実
行

と
い
う
運
転
に
必
要
な
能
力
が
グ
ン
と

落
ち
ま
す
。
こ
の
た
め
、
信
号
や
道
路

標
識
を
見
落
し
た
り
、
歩
行
者
の
発
見

が
遅
れ
た
り
し
ま
す
．
、

　
ま
た
、
一
時
停
止
を
無
視
し
た
り
、

肝
心
の
運
転
操
作
も
遅
れ
が
ち
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
は
「
酔
わ
な
い

程
度
の
酒
な
ら
大
丈
夫
」
と
本
気
で
信

じ
込
ん
で
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
決
し
て
大
丈
夫
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、
．
ビ
ー
ル
一
本
を
飲
ん
だ
状
態
で

車
を
運
転
し
た
場
合
、
ア
ル
コ
ー
ル
が

体
内
に
全
く
な
い
時
に
比
べ
て
、
死
亡

事
故
の
危
険
度
は
二
・
五
倍
に
増
え
ま

た
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
ら
な
く
て
も

物
を
壊
し
た
り
負
傷
し
た
り
す
る
事
故

も
増
え
て
お
り
、
少
し
の
酒
で
も
危
険

て
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

母
子
健
康
相
談

▼
期
日

▼
受
付

▼
対
象

▼
内
容

飲
酒
運
転
は

　
　
モ
ラ
ル
の
問
題

ー
ー
蚤
蚤
釜
二
更
垂
垂
垂
垂
董
釜

　
常
に
、
心
身
と
も
に
万
全
の
状
態
で

ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と
い
う
こ
と
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
以
上
、
必
ず
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
基
本
的
な
モ
ラ
ル
の

一
つ
で
す
．

　
道
路
交
通
法
で
飲
酒
運
転
の
禁
止
は

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
と
知
り

な
が
ら
、
酒
を
飲
ん
で
運
転
す
る
こ
と

は
、
最
も
恥
ず
べ
き
行
動
と
言
え
ま
す
、

　
飲
酒
運
転
を
な
く
す
た
め
に
は
、
家

庭
や
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
で
、
　
「
飲

ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な

い
、
飲
ま
せ
な
い
」
と
い
う
鉄
則
を
確

立
す
る
こ
と
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
も
増
し
て
大
切

な
こ
と
は
「
私
は
絶
対
に
飲
酒
運
転
を

し
な
い
」
と
い
う
ド
ラ
イ
バ
ー
の
自
覚

で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　
5マ

離

・〃ろ

ノ4

▼
期
日

▼
受
付

▼
対
象

▼
内
容

12

獅
P
3
日
目
老
入
福
祉
館
）

9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

乳
児
（
3
・
6
・
珍
ケ
月
児
）

妊
婦
検
尿
（
妊
婦
）
離
乳
食
指
導

保
健
指
導
ほ
か

一
般
健
康
相
談

12

獅
P
7
日
目
老
人
福
祉
館
）

9
時
3
0
分
～
1
0
時

40

ﾎ
以
上
の
男
子

検
尿
（
必
要
時
）
血
圧
測
定

保
健
指
導
ほ
か

年
末
資
金
の
ご
案
内

　
国
民
金
融
公
庫
延
岡
支
店
で
は
年
末

資
金
の
準
備
を
し
て
申
込
の
受
付
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　
商
品
仕
入
、
買
掛
金
、
手
形
決
済
資

金
な
ど
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、
早
目
に

公
庫
又
は
商
工
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

　
融
資
の
条
件

O
融
資
限
度
額
　
二
千
百
万
円
以
内

O
返
済
期
間

　
　
運
転
資
金
　
五
年
以
内

　
　
設
備
資
金
　
七
年
以
内

O
利
率
　
年
八
・
二
％

O
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　
個
人
ま
た
は
法
人
で
次
の
い
ず
れ
か

　
に
該
当
す
る
方

　
↓
資
本
金
　
一
千
万
円
以
下

　
⇔
従
業
員
　
百
人
以
下
（
商
業
、
サ

　
　
ー
ビ
ス
業
の
場
合
五
十
人
以
下
）

いさだく力ごX協

鐸
●昭和58年工業統計調査

●石油等消費構造統計調査

　この2つの調査を12月31日現在で行いま

す。調査の対象となった事務所には、年末

年始にかけて調査員が伺います。ご協力を

お願いします。
比

ゆ
と
り
あ
る
運
転
を

青
年
だ
よ
り

町
青
年
駅
伝
大
会

　
町
青
年
団
で
は
、
毎
年
行
一
．
て
お
り

ま
す
駅
伝
大
会
を
、
今
年
は
1
2
月
1
1
日

に
行
い
ま
す
。
コ
ー
ス
は
越
表
か
ら
町

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
6
区
間
2
1
・
1
㎞

で
す
．
、

　
当
初
は
1
1
月
に
計
画
し
て
い
ま
し
た

が
各
地
区
青
年
会
と
も
祭
り
の
準
備
等

で
い
そ
が
し
い
と
い
う
こ
と
で
全
地
区

参
加
す
る
に
は
1
2
月
に
行
お
う
と
期
日

を
決
定
し
ま
し
た
．
、

　
沿
道
の
皆
さ
ん
！
．
応
援
し
て
下
さ

い
。　
　
　
〈
東
郷
町
青
年
団
協
議
会
〉

　
去
る
十
一
月
十
九
日
、
八
重
原
地
区

の
国
道
三
二
七
号
線
で
、
普
通
ボ
ン
ゴ

車
と
軽
ラ
イ
ト
バ
ン
が
正
面
衝
突
、
軽

ラ
イ
ト
バ
ン
運
転
の
方
が
頭
蓋
底
骨
折

全
身
打
撲
で
即
死
す
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
原
因
は
、
普
通
ボ
ン
ゴ
車
の
運
転
手

が
、
窓
か
ら
飛
び
こ
ん
で
き
た
蜂
を
追

い
払
お
う
と
し
て
気
を
と
ら
れ
て
い
る

う
ち
に
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
オ
ー
バ

ー
し
、
対
向
し
て
き
た
軽
ラ
イ
ト
バ
ン

に
正
面
衝
突
し
た
も
の
で
、
ち
ょ
っ
と

し
た
油
断
が
こ
の
よ
う
な
重
大
事
故
に

つ
な
が
っ
た
と
い
え
ま
す
．
、

　
ま
た
、
こ
の
事
故
で
も
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
し
て
い
れ
ば
死
亡
事
故
に
は
な
ら

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
車
に
乗
る
と
き

は
運
転
手
は
も
ち
ろ
ん
、
同
乗
者
も
必

ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
る
よ
う
に
し

安
全
速
度
を
守
り
、
ゆ
と
り
あ
る
運
転

を
し
ま
し
よ
う
。

◎
お
わ
び

　
町
報
十
一
月
号
の
町
民
体
育
大
会
の

記
録
の
中
で
「
高
校
生
走
高
跳
　
林
ル

ミ
子
（
鶴
）
1
m
3
0
1
1
新
記
録
」
は
昭
和

57

N
度
の
富
山
寿
恵
さ
ん
（
坪
谷
）
の
一

m
3
1
が
最
高
記
録
で
し
た
。
又
、
贈
号

「
農
業
祭
」
は
「
産
業
祭
」
の
誤
り
で

し
た
。
訂
正
し
、
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。



⑤町報とうこう

お
し
ら
せ

）し　）㌧
，

　）’）

　　　㌧睾
　　　6こノ

　τ

＼⑰浮く

　
　
成
人
式
の
案
内

　
町
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
一
月
五
日

（
木
）
に
中
央
公
民
館
で
成
人
式
を
行
い

ま
す
．
．

　
こ
の
日
は
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
受

け
付
け
、
十
時
か
ら
式
が
始
ま
り
ま
す
．
．

　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
該
当
者
は
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
ま
で

の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

　
町
内
に
在
住
し
て
い
る
方
、
又
は
町

外
に
居
住
し
て
い
る
方
で
本
町
の
成
人

式
に
出
席
ご
希
望
の
方
は
、
各
区
長
を

通
じ
て
早
目
に
町
教
育
委
員
会
に
お
申

込
み
下
さ
い
．
．

　
電
話
　
二
一
一
一
（
内
線
五
一
番
）

　
成
人
祝
賀
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　
町
陸
上
競
技
協
会
主
催
の
第
四
回
成

人
祝
賀
ロ
；
ド
レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
大
会

ま
で
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
．
、

一、

冝
@
日

　
　
　
昭
和
5
9
年
1
月
1
5
日
（
日
）

　
※
　
詳
し
く
は
、
各
地
区
の
体
育
指

　
　
　
導
員
を
通
じ
て
連
絡
し
ま
す
。

町
立
保
育
所
及
び
山
陰
保
育
園
の

　
　
　
　
　
　
　
入
園
児
募
集

　
昭
和
五
十
九
年
度
に
町
立
保
育
所
及

び
私
立
山
陰
保
育
園
に
、
子
ど
も
を
入

所
希
望
さ
れ
る
方
は
、
昭
和
五
十
九
年

】
月
五
日
か
ら
】
月
二
十
五
日
ま
で
の

間
に
入
所
申
請
を
受
付
け
ま
す
。

一、

ｬ
立
保
育
所
は
、
満
三
歳
か
ら
入

　
所
で
き
ま
す
．
、
申
請
用
紙
は
、
役
場

　
住
民
課
又
は
、
鶴
野
内
、
坪
谷
の
各

　
保
育
所
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
．
一

二
、
山
陰
保
育
園
は
、
概
ね
生
後
五
ヶ

　
月
か
ら
入
園
で
き
ま
す
が
、
申
請
書

　
に
添
付
す
る
書
類
の
説
明
が
あ
り
ま

　
す
の
で
、
申
請
者
が
直
接
、
役
場
住

　
民
課
福
祉
係
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
福
祉
係
へ
お
問

　
合
せ
く
だ
さ
い
．
一

　
失
明
者
更
生
施
設
・
福
岡
光
明
寮

　
　
　
　
　
　
　
の
入
寮
生
募
集

　
昭
和
5
9
年
度
の
入
寮
生
を
次
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
．
、

】、

C
業
年
限
及
び
募
集
人
員

　
　
あ
ん
摩
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
科

　
　
二
ヵ
年
課
程
2
0
名

二
、
入
寮
資
格

　
①
視
覚
障
害
の
程
度

　
　
視
覚
障
害
に
よ
り
身
体
障
害
者
手

　
　
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

　
②
年
齢

　
　
1
5
歳
～
5
0
歳
前
後

　
③
学
歴

　
　
新
制
中
学
校
又
は
高
等
小
学
校
を

　
　
卒
業
し
た
者
、
若
し
く
は
こ
れ
と

　
　
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め

　
　
ら
れ
る
者

　
④
視
覚
障
害
以
外
の
著
し
い
心
身
の

　
　
障
害
や
伝
染
病
を
有
し
な
い
者

三
、
入
寮
申
請
受
付
期
限

　
　
昭
和
5
9
年
2
月
末
日

四
、
寄
宿
費
及
び
授
業
料
は
無
料

　
※
申
請
手
続
な
ど
詳
し
く
は
役
場
住

　
　
民
課
福
祉
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
心
配
ご
と
相
談

　
心
配
ご
と
相
談
を
、
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
ご
遠
慮
な
く
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
1
2
月
2
0
日
　
1
0
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
国
鉄
、
国
々

公
社
、
専
売
公
社
、
公
庫
、
公
団
な
ど

の
仕
事
、
県
、
町
な
ど
の
仕
事
に
対
す

る
苦
情
、
要
望
な
ど
を
と
り
あ
げ
て
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
当
日
以
外
は
、

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
．
バ
電
話
可
）

▼
日
時
　
1
2
月
2
0
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
町
老
人
福
祉
館

　
　
　
東
郷
町
仲
深

　
　
　
　
行
政
相
談
委
員
　
山
口
俊
一

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
　
　
　
　
五
期

固
定
資
産
税

　
　
　
　
　
　
　
三
期

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
福
二
の
海
野
五
三
さ
ん
か
ら

　
（
繁
男
さ
ん
・
7
4
歳
ご
死
去
）

◎
坪
谷
の
海
野
千
鳥
さ
ん
か
ら

　
（
石
根
さ
ん
・
4
5
歳
ご
死
去
）

◎
仲
深
の
三
浦
昧
市
さ
ん
か
ら

　
（
イ
ト
さ
ん
・
7
2
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
原
田
三
十
四
さ
ん
か
ら

　
（
糸
平
ケ
サ
さ
ん
・
9
6
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
新
名
正
幸
さ
ん
か
ら

　
（
戊
さ
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

◎
仲
深
の
甲
斐
善
重
郎
さ
ん
か
ら

　
（
ア
グ
リ
さ
ん
・
7
7
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
糸
平
ク
ラ
さ
ん
か
ら

　
（
留
蔵
さ
ん
・
9
1
歳
ご
死
去
）

　
尚
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
香
典

返
し
の
お
礼
と
し
て
感
謝
状
を
差
上
げ

感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
す
．
、

まちのうごき

6，469人（△16）一こ口
3．089人（△7）

3．380人（△9）

男
　
女

1，774戸（△1）世帯

58年11月1日現在

）は三三月比

〔フ℃フ

D65

。
給
盤
q
。
墾
。
。

　
　
　
　
　
　
　
十
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　　　　　　　1ﾘ海中桑寺田橋岩　赤

P離難
泰修輝時　　　美政1父
u一行男正優一日読

福小福三等寺小福
@野　　　　　野
｣田瀬谷谷迫田瀬

住
所

結
婚
お
め
で
と
う

氏

名

相三塩井兜金谷塩太寺
　　　手
浦浦月上玉丸　月田原

日人心孝里初回岩そ政
出　緒　　　　　　よ
子生子年美己代喜子志

住
　
所

坪坪福愛北福日小門羽
　　　歌唱　向野川
谷谷州県町瀬市田町坂

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
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i
名

777268574574 年
令
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住
所
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